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葛飾区長 

青木かつのり 

Ｎｏ.47 

▼
皆
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
環
境
づ
く
り 

 
 

昨
夏
、
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
様
々
な
種
目
で
多
く
の
日
本
人
選
手
が
活

躍
し
ま
し
た
。
若
手
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
に
至
る
ま
で
、
選
手
た
ち
の

日
夜
続
け
た
並
々
な
ら
ぬ
努
力
と
挑
戦
の
成
果
を
、
私
た
ち
は
手

に
汗
握
り
な
が
ら
観
戦
し
ま
し
た
。 

 

ス
ポ
ー
ツ
に
は
様
々
な
楽
し
み
方
が
あ
り
、
競
技
を
観
戦
す
る

こ
と
や
実
際
に
プ
レ
ー
す
る
こ
と
、
趣
味
や
健
康
の
た
め
、
あ
る

い
は
仲
間
と
の
交
流
の
た
め
、
自
分
の
年
齢
や
技
術
に
応
じ
て
楽

し
む
な
ど
、
多
面
的
な
効
用
が
あ
り
ま
す
。 

私
は
、
区
民
の
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
楽
し
み
方
や
関
わ
り
方

を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
あ
ら
ゆ
る
年
代
の
区
民
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
み
、
日
常
生
活
の
中
に
運
動
習
慣
を
取
り
入
れ
る
環
境
を
整
備

す
る
た
め
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
東
京
五
輪
で
注
目
さ
れ
た
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
や
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
な
ど
の
新
競
技
に
も

対
応
で
き
る
よ
う
、
最
近
整
備
し
た
施
設
や
こ
れ
か
ら
の
取
り
組

み
の
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

子
育
て
す
る
な
ら
「
か
つ
し
か
」
で 

子
育
て
支
援
・

教
育
の
さ
ら
な
る
充
実 

▼
楽
し
く
歩
い
て
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
る 

普
段
働
い
て
い
て
忙
し
い
な
ど
、
様
々

な
理
由
で
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
め
な

い
、
あ
る
い
は
続
か
な
い
、
と
い
う
現
役

世
代
の
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。 

そ
こ
で
区
で
は
、
昨
年
１
０
月
か
ら
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
を
活
用
し

た
健
康
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
名

も
通
称
「
モ
ン
チ
ャ
レ
」
で
す
。 

毎
日
の
歩
数
や
食
事
を
ス
マ
ホ
の
専

用
ア
プ
リ
で
記
録
す
る
と
、
ポ
イ
ン
ト
が

貯
ま
り
、
貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
「
か
つ

し
か
Ｐ
Ａ
Ｙ
」
に
交
換
し
（
１
ポ
イ
ン
ト

＝
１
円
）、
区
内
の
店
舗
で
買
い
物
に
使

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

こ
の
ほ
か
、
毎
日
の
歩
数
ラ
ン
キ
ン
グ

や
食
事
記
録
で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
育
成

す
る
な
ど
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で
気
軽
に
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
め
ま
す
。
歩
数
ラ
ン
キ

ン
グ
の
上
位
に
は
、
厚
生
労
働
省
が
推
奨

す
る
１
日
８
，
０
０
０
歩
を
大
き
く
上
回

る
、
１
日
３
万
歩
を
超
え
る
強
者
も
い
ま

す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
モ
ン
チ
ャ
レ

公
式
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
こ
ち
ら
▼

 

健
康
ア
プ
リ
で
ポ
イ
活

モ
ン
チ
ッ
チ
と
歩
こ
う

（
モ
ン
チ
ャ
レ
）
開
始 

 

昨
年
、
葛
飾
区
の
人
口
は
、
初
め
て
４
７
万
人
を
突
破
い

た
し
ま
し
た
。
全
国
的
に
人
口
減
少
が
進
む
中
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
一
時
的
な
減
少
は
あ
っ
た
も
の
の
、
こ
の
間
、
持
続

的
に
本
区
の
人
口
は
増
加
し
て
き
ま
し
た
。 

 

１
５
歳
か
ら
６
４
歳
の
「
生
産
年
齢
人
口
」
と
言
わ
れ
る

働
き
盛
り
の
年
齢
層
が
増
え
て
お
り
、
２
０
歳
か
ら
３
９

歳
の
若
年
層
は
５
年
前
と
比
較
す
る
と
、
５
，
８
０
０
人
あ

ま
り
増
え
て
い
ま
す
。
地
方
自
治
体
が
持
続
的
に
発
展
し

て
い
く
に
は
、
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
地
域
社
会
を
支
え

る
人
材
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
住
み
集
う
こ
と
が
理
想
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
、
人
口
規
模
を
維
持
す
る
こ
と
が
不
可

欠
で
す
。 

 

私
は
、「
子
育
て
支
援
・
教
育
の
充
実
」
を
区
政
運
営
の

最
重
要
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
、
こ
の
間
、
国
や
東
京
都
な

ど
に
先
駆
け
、
大
胆
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。 

▼
若
年
世
代
の
人
口
増
が
活
気
を
生
む 

▼
修
学
旅
行
費
・
副
教
材
費
の
無
償
化 

子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で 

誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
葛
飾 

 

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
出
生
動
向
基
本

調
査
（
令
和
３
年
実
施
）
に
よ
れ
ば
、
夫
婦
が
理
想
の
子

の
数
を
持
た
な
い
理
由
と
し
て
、
５
割
以
上
が
「
子
育
て
・

教
育
に
か
か
る
経
済
的
負
担
」
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
民
間

の
試
算
で
は
、
教
育
に
か
か
る
費
用
が
、
幼
稚
園
か
ら
大

学
ま
で
す
べ
て
公
立
の
場
合
で
も
８
０
０
万
円
以
上
、
す

べ
て
私
立
で
は
２
，
０
０
０
万
円
を
超
え
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
私
は
義
務
教
育
に
か
か
る

費
用
は
で
き
る
限
り
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
し
、
ゆ
と
り

を
持
っ
て
子
育
て
で
き
る
環
境
を
整
え
た
い
と
考
え
、
学

校
給
食
費
の
無
償
化
を
実
施
し
ま
し
た
。
東
京
都
も
こ
れ

を
後
押
し
す
る
た
め
、
財
源
の
補
助
を
実
施
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
、
令
和
７
年
度
か
ら
は
、
２
３
区
で
初
め
て
、

中
学
３
年
生
を
対
象
に
し
た
「
修
学
旅
行
費
」
や
中
学
２

年
生
や
小
学
５
・
６
年
生
を
対
象
と
し
た
「
移
動
教
室
等

費
」
を
無
償
化
す
る
と
と
も
に
、
子
供
た
ち
が
使
う
テ
ス

ト
や
ド
リ
ル
な
ど
の
「
副
教
材
費
」
の
無
償
化
に
も
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

  令和元年 令和６年 増加数 増加率 

総 数 464,667 470,284 5,617 1.2％ 

20-39 歳 115,822 121,592 5,770 5.0％ 

 

 

ま
た
、
最
新
の
区
世

論
調
査
で
は
、
８
割
を

超
え
る
区
民
が
、
葛
飾

区
に
住
み
続
け
た
い

と
回
答
し
て
お
り
ま

す
。 こ

う
し
た
傾
向
を

今
後
も
維
持
す
る
こ

と
で
、
若
い
人
た
ち
が

本
区
の
未
来
を
支
え
、

さ
ら
に
そ
こ
で
生
ま

れ
た
子
供
た
ち
が
地

域
に
愛
着
を
抱
き
、
子

供
か
ら
高
齢
者
ま
で

皆
が
住
ん
で
よ
か
っ

た
と
思
え
る
「
ふ
る
さ

と
葛
飾
」
が
実
現
す
る

よ
う
、
今
後
も
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。 

 

日
本
経
済
新
聞
社
に
よ
る
「
共

働
き
子
育
て
し
や
す
い
街
ラ
ン
キ

ン
グ
」
で
は
令
和
元
年
に
全
国
総

合
１
位
と
な
っ
た
ほ
か
、
令
和
３

年
度
に
は
保
育
所
の
待
機
児
童
ゼ

ロ
を
達
成
、
令
和
５
年
度
に
は
学

校
給
食
費
の
完
全
無
償
化
を
行
い

ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
着
実
な
取
り
組
み

に
よ
り
、
本
区
の
魅
力
は
確
実
に

高
ま
り
、
子
育
て
世
代
を
含
め
た

若
年
層
を
引
き
付
け
る
結
果
に
な

っ
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

◆今後も葛飾区に住み続けたい  ８４．４％ 

◆葛飾区に愛着をもっている   ７５．１％ 

◆葛飾区が好き           ８０．９％ 

▼葛飾区の人口（各年12月現在、単位：人） 

第18回 葛飾区世論調査（令和６年度実施） 

第１回 子ども世論調査（令和６年度実施） 

 

 
▼スポーツクライミングセンター

（令和２年） 

▼小菅西公園スケートボード場（令和７年予定） 

▼都立水元公園スケートボード広場（検討中） 

 
▼暫定活用中の東新小岩運動場（旧私学事業団総

合運動場）（令和６年） 

▼新小岩公園再整備 

（スケートボードエリア・

３×３コート） 

（検討中） 

こ
の
ほ
か
に

も
、
高
齢
者

向
け
に
、
公

園
に
あ
る
運

動
器
具
を
使

用
し
て
指
導

員
が
お
手
伝

い
す
る
「
う

ん

ど

う

教

室
」
も
開
催

し

て

い

ま

す
。 

 

【問い合わせ先】葛飾区モンチャレコールセンター 

電話 ０１２０－８３６－８５６ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

▼ 7.5 ＪＲ東日本・社長への要請活動 新金線旅客化を始

め、ＪＲ金町駅の改良など区内交通環境の改善について要請 

 
▼ 7.23 葛飾納涼花火大会 事故もなく、絶好の花火日和で、

15,000発が夜空を彩り、多くの皆さまに楽しんでいただきました 

 
▼ 8.1非核平和祈念 献花・献水式 青戸平和公園にて広島・

長崎にちなんだクスノキ、クロガネモチに献水および献花 

 
▼ 9.19東京ＭＸテレビ出演 堀潤モーニングFLAGに出演

し、修学旅行費の無償化や教育のあり方について議論 

 
▼ 10.12 荒川放水路通水100周年記念式典 国土交通省や流域

住民による「荒川放水路サミット」に出席 

 
▼ 11.8 自治功労者表彰式 自治行政に功績顕著な12人に特

別表彰を、地域振興等に貢献した95人に自治功労者表彰 

 

▼ 11.22南葛ＳＣウイングス、なでしこリーグ２部昇格 南葛

ＳＣ代表でキャプテン翼の原作者・高橋陽一先生と選手たち 

 
▼ 12.8 中川かわまちづくり記念式典 中川を水辺に親しめる河

川空間へ、沿川町会や商店街等の皆様と進めてまいります 

⻘⽊かつのり「Ｘ」（旧ツイッター） 
 
 
 
 

 

物価高騰などへの区の緊急⽀援の取組 

⻘⽊かつのり 活動の記録 Ｘ（旧 Twitter）より 

右の QR コードを読み

取っていただくと、青

木かつのりのＸ（旧ツ

イッター）を閲覧する

ことができます。 

 

 

◆
補
正
予
算
で
物
価
高
騰
な
ど
に
対
応
（
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
含
む
） 

 
①
消
費
喚
起
の
た
め
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
な
ど
の
発
行 

 

・
プ
レ
ミ
ア
ム
率
２
０
％
の
商
品
券
追
加
発
行
（
１
０
万
セ
ッ
ト
） 

 

・
プ
レ
ミ
ア
ム
率
２
０
％
の
か
つ
し
か
Ｐ
Ａ
Ｙ
（
デ
ジ
タ
ル
商
品
券
）
発
行 

 

・
最
大
１
５
％
還
元
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業 

 
 

使
用
期
間
等
＝
い
ず
れ
も
１
月
末
ま
で 

②
個
人
事
業
主
・
法
人
へ
の
支
援
金
支
給 

 
 

物
価
高
騰
等
へ
対
応
す
る
た
め
、
①
個
人
事
業
主
＝
３
万
円
、 

 
 

②
法
人
＝
１
５
万
円
を
支
給
。
申
請
期
間
＝
２
月
～
３
月
末 

③
介
護
や
子
育
て
施
設
等
へ
の
区
独
自
助
成 

 
 

介
護
施
設
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、
幼
稚
園
等
や
学
童
ク
ラ
ブ
に
、
光

熱
費
や
食
材
費
、
燃
料
費
等
を
助
成
。
補
助
対
象
期
間
＝
１
０
月
～
３
月 

④
低
所
得
世
帯
重
点
支
援
給
付 

 
 

住
民
税
均
等
割
非
課
税
世
帯
及
び
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
に
、 

１
世
帯
当
た
り
３
万
円
（
児
童
１
人
あ
た
り
２
万
円
加
算
）。 

１
月
以
降
プ
ッ
シ
ュ
型
で
支
給
。 

友好都市との交流事業（マレーシア・ペナン州／ウィーン市フロリズドルフ区） 

【 マレーシア・ペナン州 区長・議長訪問 】 

マレーシア・ペナン州との友好交流は、1987年の青少年派遣から始まりました。昨年10月

に区議会議長とともにペナン州を訪問し、マレーシア青年クラブ連合（ＭＡＹＣ）ペナン支

部と「友好交流に関する確認書」の調印式を行いました。このほか、ペナン州第２副首相大

臣・州議会議員や在ペナン日本国総領事館へ表敬訪問を行うとともに、多民族・多宗教国家

であるマレーシアの現地民間企業を視察するなど、多文化共生を進めている本区にとり、

大変参考になる視察となりました。 

 

▼ＭＡＹＣとの調印式 

 

▼ペナン州第２副首相大臣と 

 
▼現地民間企業視察 

 

【 ウィーン市フロリズドルフ区 訪問団受入れ 】 

ウィーン市フロリズドルフ区とは、1987年に友好都市提携を 

して以来、相互交流を深めてきました。昨年11月には 

フロリズドルフ区政府訪問団が来日しました。パパイ区長を 

はじめ区議会議長など７名が表敬訪問し、区・区議会合同で 

歓待しました。 

 
▼表敬訪問の様子 
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